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 要  旨 
 詰将棋や協力詰将棋といった探索問題の研究は昔から盛んに行われている。詰将棋では、すで
に現在最も長い1525手詰の問題がコンピュータによって解かれている。協力詰将棋においても、
2002年に星、野下、柳井により作成されたプログラムにより49906手詰の最長手数問題が解かれ
た。10手以下の短い詰手数の問題ならば1秒もかからず解くことができる。 
 問題を能率良く解くことが可能となったため、それを利用し問題を作成する研究が詰将棋等で
行われている。野下はランダム変換に基づく方法で詰将棋での問題生成を行った。広瀬らは逆算
法から詰将棋で問題生成を行った。どちらの方法とも、20手台の問題を多数作成することに成功
した。 
 専門誌等に載っている人の手によって作成された協力詰将棋の問題は15手以下の短い問題が
ほとんどである。しかし中には1000手を超えるような非常に長い手数の問題も少数ではあるが作
成されている。そういった問題は一定の規則性やループ構造が用いられている。 
 協力詰将棋では問題の自動生成の研究が過去ほとんど行われていなかった。しかし、ランダム
変換に基づく方法から一昨年山岸が最長21手詰、昨年星が37手詰の問題生成に成功した。 
 本研究では協力詰将棋問題の自動生成を行う。問題作成の方法としてランダム変換に基づく方
法を用いる。これを用いて、“良い問題”を作成することを目指す。“良い問題”とは手数が長く、
盤上に無駄な駒がない簡潔な問題とする。 
 ランダム変換に基づき、生成段階と変換段階という2つの段階で問題生成を行う。生成段階では
乱数とパラメータから問題を生成する。変換段階では生成段階で作成した問題を与え、変換操作
を用いて問題の変換を行う。 
 生成段階で作成される局面は 20手以下の短い詰手数の問題がほとんどであった。しかし、少数
ではあるが 20手を超える手数の問題も生成された。変換段階では、変換操作を組み合わせること
で 30手以上の問題を作成することができた。特に複数の変換操作の組み合わせて用いることで、
昨年までの研究よりも長い 41手詰の問題を作成することができた。また変換操作を行うことで、
盤面を簡約化することにも成功した。問題生成には 8 コア約 2.4GHz の計算機を用いた。計算時間
は全体で約 2 ヶ月半程度かかった。 
 
